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1. Yahoo! JAPANの紹介



P4Yahoo! JAPANについて

ユーザーアクションを一気通貫でおさえるサービス群 

多様なサービス、膨大な利用者数、マルチビッグデータを保有する

国内最大級インターネット企業

国内最大の利用者基盤

質の高いマルチビッグデータ

メディア事業メディア事業 コマース

「Yahoo! JAPAN」
のリーチ

日本のインターネットサービス利用ランキング
（トータルデジタルリーチ）*1

*1 PCとスマートフォンの重複を除いた「トータルデ ジタル」でのリーチ
出典︓ニールセンデジタル(株) ニールセンデジタル コンテンツ視聴率(2022年12月) 

多様性 100＋の
多様なサービス

量
月間アクティブ
ユーザー数 鮮度

「Yahoo!検索」
など利用頻度の
高いサービス約8,500万



P5Yahoo! JAPANの目指すもの

「データの会社を目指す」
2018年1月24日



P6合併の方針について
2023年10月にZHD・LINE・ヤフーの合併を予定

※2023年度第1四半期決算発表資料より



2. お客様のデータに関する大前提と体制



P8お客様のデータを預かる上での大前提

出典：https://privacy.yahoo.co.jp/notice20190901.html



P9

CDO・DD体制 アドバイザリーボードDPOの設置

プライバシーを守る体制



P10CDO・DD体制
法令を遵守しプライバシーに配慮したデータの利活用を推進するために、

CDO（最高データ責任者）とサービス・部門ごとのDD（データ責任者）を設置



P11DPO（データ保護責任者）の設置
データ活用への社会の期待の高まりに適切に応えていくとともに、
人々のプライバシーの保護に対する要請の高まりへの一層の配慮が不可欠に
①データに関する意思決定にあたって、想定され得るリスクが適切に意思決定者に伝えられる必要

②ユーザーをはじめとするステークホルダーからその体制が適切に構築されていると評価される必要

 バックオフィス部門でも、ビジネスに寄り添い支援するのが役割で「できる方法を考える」。
 他方で、プライバシーに関する「炎上」は経営上非常に大きなリスクになり得る。
 「炎上」は、違法な場合はもちろんユーザーの期待や予期に反したときに発生し、「炎上」によっ
て新たな法規制に至ることもある。

DPOの役割は通常のビジネスプロセスにおける意思決定の過程では見落とされやすい事業から独立し
たユーザー目線の意見等を議論の俎上に載せること

 DPOは事業上の必要から切り離された独立した立場で意思決定に関与する。

DPOの存在は適切なガバナンスを担保し、ステークホルダーに安心感を与える大きな要素となる



P12プライバシーに関するアドバイザリーボードの設置



P13プライバシーに関するアドバイザリーボード
委員、アジェンダ、主なご意見と対応をプライバシーセンターで公表
※2021年からはZホールディングス株式会社の有識者会議として開催

出典：https://privacy.yahoo.co.jp/advisoryboard.html



P14ヤフーのデータガバナンス体制



3. 利用者情報の取扱いについて



P16プライバシーポリシーについて
 内容
・お客様の「パーソナルデータ」の取り扱いについて定めたポリシー

 背景
・情報技術（IT）の加速度的な発展とデータの利用可能性の広がり
・詳細に記述することによる分かりやすさの限界
・個人情報とそれ以外の情報の境界の不明確性

 主な特徴
・利用規約の一部であること
・適用範囲が個人情報だけではないこと
・分かりやすさを意識した簡潔な記述
・プライバシーポリシーとプライバシーセンターがあること
・第三者提供について一定の範囲で予め同意をいただいていること



P17

○ 幅広くデータを活用しようと思えば、プライバシーポリシー
のみによるコミュニケーションは基本的に困難。

○ コンテキストに沿ったデータの取得と利用が第一。お客様が
予期しにくい利用等については事前の丁寧な説明が不可欠。

○ 「お客様の便利のために」というのは大きなおせっかいの場
合も多い。できるだけ本人に選択肢を提供する。

○ プライバシー設定の確認をお願いする電子メールを定期的
に送信する取り組みを2020年7月より開始。

※ 当社においては、2016年6月に、それまでのプライバシーポリシー
においてできるだけ詳細にデータの取り扱いについて説明するとい
う方針を改め、プライバシーポリシーにおいてはデータの取り扱い
の基本的事項のみを定め、その内容の詳細を図表等を用いて説明す
る「プライバシーセンター」を新たに開設しました。

ユーザーコミュニケーションの考え方



P18プライバシーセンターのリニューアル
できる限り説明を段階的に表示することで一度に表示する文量を減らし、
アニメーションも交えて説明するなど、一層わかりやすく、目を通したくなる
ようなページを目指してリニューアル。その後も日々更新を行っている。



プライバシーセンターの説明内容



P20取得方法と取得する情報項目の例示
「プライバシーセンター＞パーソナルデータの取得」において説明

出典：https://privacy.yahoo.co.jp/acquisition/



P21パーソナルデータの利用目的
プライバシーポリシーにて明示し、プライバシーセンターで具体的な利用例を

各利用目的に対して補記

出典：https://privacy.yahoo.co.jp/



P22パーソナルデータの利用目的（具体的な活用例）
パーソナルデータの具体的な活用例を説明



P23広告の表示
具体的な活用例として広告の表示のための利用について説明

 行動履歴による広告内容の最適化オン/オフは「行動ターゲティング広告の
設定」から変更が可能。ログインユーザーはアドパーソナライズセンターか
らより詳細な設定が可能。



P24広告の表示（詳細の説明）
Yahoo! JAPANが配信する広告などへのパーソナルデータの利用について説明



P25アドパーソナライズセンターのリリース
2023年7月より、Yahoo! JAPAN IDでログインしているお客様が、行動ターゲティ
ング広告に利用されるご自身の情報や表示される内容をより詳細に管理するこ
とができる「アドパーソナライズセンター」をリリース

（出典）https://about.yahoo.co.jp/pr/release/2023/07/26b/



P26位置情報と連動したサービス等の提供
位置情報（端末から取得可能なGPS位置情報、Wi-Fi情報、Bluetooth情報等）の
取得・利用に際してはお客様の明示的な同意を取得



P27位置情報の設定
 位置情報の利用のオン/オフは「位置情報の送信設定」から変更が可能
 位置情報の具体的な活用例は「位置情報の利用」で説明



P28改正電気通信事業法（外部送信規律）への対応
 外部送信規律への対応のため、外部送信に関する公表ページを公開
 あわせてサービストップページで周知を実施



パーソナルデータの管理設定



P30パーソナルデータに関するオプトアウト設定
 「プライバシー・メール配信」設定へ各オプトアウト設定を集約
 広告の最適化設定・位置情報の送信設定・第三者へのデータ連携設定等が可能

（出典）https://accounts.yahoo.co.jp/privacy/



P31グループ企業へのデータ連携設定
一度同意した後でも、いつでも個別に連携のオン・オフの設定が可能



P32（再掲）アドパーソナライズセンターのリリース
2023年7月より、Yahoo! JAPAN IDでログインしているお客様が、行動ターゲティ
ング広告に利用されるご自身の情報や表示される内容をより詳細に管理するこ
とができる「アドパーソナライズセンター」をリリース

（出典）https://about.yahoo.co.jp/pr/release/2023/07/26b/



P33（再掲）位置情報の設定
 位置情報の利用のオン/オフは「位置情報の送信設定」から変更が可能
 位置情報の具体的な活用例は「位置情報の利用」で説明



P34パーソナルデータの管理ページ
「Yahoo! JAPANトップページ＞登録情報＞パーソナルデータの管理」から、

パーソナルデータの管理（閲覧、削除、ダウンロード）が可能

（出典）https://accounts.yahoo.co.jp/activity/



P35サービス利用履歴の確認
各サービスの登録情報、利用履歴、ログイン履歴等の確認が可能



P36位置情報の履歴の確認・削除
過去1年分の位置情報履歴の確認・削除が可能



P37アクセス履歴の確認
サイト閲覧履歴、検索履歴、広告クリック履歴の確認・削除が可能



P38パーソナルデータのダウンロード
過去1年分の履歴データ、過去30日分の第三者提供記録のダウンロードが可能



（ご参考）



P40CBPR認証の取得






